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 令和７年登米市
　  二十歳の集い

　～ 仲間たちとの絆を胸に ～
　
「
令
和
７
年
登
米
市
二
十
歳
の
集
い
」

が
１
月
12
日
、エ
ス
ビ
ー
食
品
と
よ
ま

蔵
ジ
ア
ム（
登
米
総
合
体
育
館
）で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、二
十
歳
を
迎
え
た
対
象

者
７
５
７
人
の
う
ち
６
１
２
人
が
出

席
。振
り
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ

出
席
者
た
ち
で
会
場
は
華
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。会
場
の
一
角
に

は
、実
行
委
員
が
カ
ラ
フ
ル
な
風
船
で

彩
ら
れ
た
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
設
置
。

参
加
者
は
旧
友
と
の
再
開
を
喜
び
合

い
、記
念
撮
影
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

式
典
で
熊
谷
盛も

り

廣ひ
ろ

市
長
は
、「
い
つ
の

時
代
に
あ
っ
て
も
、若
者
の
挑
戦
す
る

姿
は
周
囲
の
人
た
ち
に
勇
気
と
希
望
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。ど
の
よ
う
な
こ
と

に
も
臆
せ
ず
、チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

を
忘
れ
ず
に
い
て
ほ
し
い
」と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。実
行
委
員
が
企
画
・
制
作

し
た
恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
が

上
映
さ
れ
る
と
、参
加
者
か
ら
は
歓
声

と
笑
い
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

出
席
者
を
代
表
し
て
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
た
畠
山
啓け

い

汰た

さ
ん
＝
東
和
町
錦
織

１
区
＝
と
及
川
紗さ

矢や

さ
ん
＝
豊
里
町
新

町
＝
は
、「
20
年
間
支
え
て
く
れ
た
人
た

ち
に
感
謝
し
、大
人
と
し
て
の
自
覚
と

責
任
を
持
ち
、夢
や
目
標
に
向
か
っ
て

日
々
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま

す
」と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

小
堀 

彩さ
や

花か 

さ
ん　

　
　
　
（
登
米
町
日
野
渡
）

二十歳の主張二十歳の主張

菅
原 

理り

希き 

さ
ん　

　
　
　
（
米
山
町
猪
込
）
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ホストファミリー募集
　市では、海外姉妹都市からの青少年訪問
団員など、ホームステイを希望する外国人
を受け入れていただける「ホストファミ
リー」を随時募集しています。登録して、身
近な国際交流を体験してみませんか。

まちづくり推進部
市民協働課（地域交通・交流係）
☎ 0220（22）2173

　ホストファミリーと話す時に、初めは速くてネイ
ティブな発音の英語の聞き取りがうまくできず、理解
するまで時間がかかってしまいました。でも、ホスト
ファミリーが翻訳アプリを使ったり、ゆっくり話して
くれたり、身振り手振りで伝えようとしてくれたので、
だんだんと聞き取れるようになりました。
　毎日がとても楽しく、全てがよい思い出ですが、中で
も、自主研修としてバンクーバーの街中を歩いた時の
衝撃は忘れられません。おしゃれな建物や自由な雰囲
気を全身で感じることができました。
　この海外派遣で、語

ご

彙
い

力を向上させるだけでなく、外
国の人と関わることの楽しさや仲間の存在のありがた
さを学びました。この経験を生かし、自信をもって、何
事にも積極的に取り組んでいきたいと思います。

カナダでカナダで
学んだこと学んだこと

国際交流を国際交流を
経験して経験して

　バンクーバーは、自分が思っていたよりも大都会で、
人口密度が高く圧倒されました。自分が見るものや感
じることが全て新しく、とてもわくわくしました。
　バーノン市に着いた時は、ハロウィンの季節で、周り
を見渡すと各家庭でさまざまな装飾をしており、レベ
ルが高く、日本との文化の違いを身近に感じることが
できました。ホストファミリーは、英語が苦手な私にも
フレンドリーで、にぎやかな３人兄弟と交流を深める
ことができました。日本からお土産で持っていったけ
ん玉やだるま落としをあげると、とても楽しそうに遊
んでいたので印象に残っています。
　今回の海外派遣で異文化を学ぶことの面白さやカナ
ダの人々の温かさなど、感じたことがたくさんありま
した。これまでになく濃密で最高な１週間でした。

➊

➋

➌

➍

➎
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➑

➒

➓

05 042025.3



市
で
は
、受
講
者
が
確
か

な
写
真
技
術
を
学
び
、

撮
影
・
発
信
す
る
こ
と
で
、市
の

魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、写
真
家
の
武

川
健け

ん

太た

氏
を
講
師
に
迎
え
、写

真
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
座
は
、「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

カ
メ
ラ
・
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ジ
カ

メ
」「
ミ
ラ
ー
レ
ス
・
一
眼
レ
フ

カ
メ
ラ
」の
２
コ
ー
ス
。

　

受
講
生
の
皆
さ
ん
は
、み
や

ぎ
の
明
治
村
や
チ
ャ
チ
ャ
ワ
ー

ル
ド
い
し
こ
し
、伊
豆
沼
な
ど

を
会
場
に
、実
践
的
な
講
義
と

実
習
で
、撮
影
の
上
達
法
や
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
学
び
ま
し
た
。

　写真は正解も間違いもなく、シャッターを押すだけで撮
れる。とても簡単に始められる人生を豊かにする道具だ。
　小さな変化が尊くなり、人生の一期一会を感じられる。過
ぎゆく美しい一瞬を永遠にする。カメラは楽しい。登米には
まだまだ知り得ない美しさが溢れているはずだ。

▶

▶

▶

▶

▶

　カメラ、写真が好きな人、上手になりたい人、登米
市で人生を楽しみたい人、誰でも申し込みできます。

４月12日（土）～令和８年２月（全11回予定）
無料
30人（申込先着順）

２月26日（水）から受け付け開始
電話、ファクシミリ、電子メール

※詳細は、市公式ホームページをご覧ください
まちづくり推進部まちづく

り推進課（ふるさと定住係）　☎ 0220（23）7331

を
通
し
て
受
講
生
が
撮
影
し
た

写
真
の
一
部
は
、市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
ほ
か
、

仙
台
市
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
作
品

展
を
開
催
。多
く
の
人
が
観
覧

に
訪
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、今
後
も
本
市
の
魅

力
発
信
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。情
報
は
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
公

式
Ｓ
Ｎ
Ｓ「
ト
メ
の
コ
メ
ジ
ル

シ
」な
ど
で
随
時
更
新
し
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

令
和
６
年
６
月
30
日
か
ら
12

月
７
日
ま
で
、全
７
回
の
講
座

07 062025.3
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３
月
１
日（
土
）か
ら
７
日（
金
）

ま
で
は
、春
の
全
国
火
災
予
防
運

動
週
間
で
す
。

　

市
消
防
本
部
で
は
、住
宅
防
火

対
策
お
よ
び
乾
燥
時
・
強
風
時
の

火
災
発
生
防
止
対
策
の
推
進
な
ど

を
重
点
目
標
と
し
て
、消
防
団
、婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
、少
年
消
防
ク
ラ

ブ
と
協
力
し
、街
頭
や
車
両
に
よ

る
広
報
や
、毎
戸
へ
チ
ラ
シ
を
配

布
し
ま
す
。

　

火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、大
切
な
生
命
と
財
産
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

　　

令
和
６
年
中
に
お
け
る
市
内
の

火
災
件
数
は
37
件
で
、前
年
と
比

較
す
る
と
20
件
減
少
。約
10
日
に

１
件
の
割
合
で
発
生
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

火
災
種
別
ご
と
の
件
数
は
、建

物
火
災
が
８
件
、車
両
火
災
が
３

件
、そ
の
他
の
火
災
が
26
件
発
生

し
て
い
ま
す
。

　　

令
和
６
年
中
の
月
別
で
の
火
災

発
生
件
数
は
、４
月
が
８
件
と
最

も
多
く
、次
に
多
い
の
が
３
月
の

７
件
で
す
。こ
の
２
カ
月
で
全
火

災
件
数
の
40
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

３
月
、４
月
中
の
火
災
種
別
に

お
い
て
、そ
の
他
の
火
災（
枯
草
火

災
な
ど
）が
11
件（
73
％
）で
最
も

多
く
、そ
の
出
火
原
因
は
、た
き

火
・
火
入
れ
に
よ
り
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

た
き
火
・
火
入
れ
で
火
災
に

な
っ
た
経
過
を
見
る
と
、空
気
が

乾
燥
し
た
風
の
強
い
日
に
た
き
火

を
し
た
た
め
延
焼
が
拡
大
し
た

り
、火
の
粉
が
風
に
よ
り
飛
び
火

し
て
周
囲
の
可
燃
物
に
燃
え
移
り

火
災
と
な
っ
た
り
、消
火
が
不
十

分
だ
っ
た
た
め
に
再
び
燃
え
出
し

て
火
災
と
な
る
な
ど
の
原
因
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。た
き
火
に
よ
る
火

災
は
、一
人
一
人
の
火
の
取
り
扱

い
に
対
す
る
、ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
が
原
因
と
な
っ
て
発
生
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、農
業
な
ど
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
も
の
、宗
教
上

の
行
事
に
関
わ
る
も
の
な
ど
、一

部
の
例
外
規
定
を
除
き
、野
外
で

の
焼
却
行
為
は
廃
棄
物
処
理
法
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
外
行
為
で
あ
っ
て
も
、火
災

の
発
生
な
ど
の
危
険
が
伴
い
ま
す

の
で
、次
の
事
項
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

◉
監
視
人
を
必
ず
置
き
ま
し
ょ
う

◉
火
か
ら
離
れ
る
と
き
は
完
全
に

消
火
し
ま
し
ょ
う

◉
消
火
に
必
要
な
器
具
な
ど
を
必

ず
準
備
し
ま
し
ょ
う

◉
風
の
強
い
日
や
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
と
き
は
や
め
ま
し
ょ
う

◉
煙
や
炎
が
発
生
す
る
行
為
の
た

め
、消
防
署
に
届
出
が
必
要
で
す

消
防
本
部
予
防
課

（
予
防
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

▼
市
政
に
対
し
て
、建
設

的
な
意
見
や
要
望
な
ど
を
随
時
提

出
▼
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
▼

市
政
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
へ
の
回
答
▼
市
長
か
ら
要

請
が
あ
る
会
議
な
ど
へ
の
出
席

委
嘱
日
か
ら
令
和
８
年
３

月
31
日
ま
で

▼
18
歳
以
上
で
、１

年
以
上
市
内
に
在
住
の
人
▼
地
方

公
共
団
体
の
職
員
で
な
い
人
▼
職

務
を
積
極
的
に
履
行
で
き
る
人

９
人

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、総
務
部
市
長
公
室（
市

役
所
迫
庁
舎
２
階
）に
持
参
ま
た

は
郵
送
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出

各
総
合
支
所
と
市
長

公
室
に
備
え
付
け
の
ほ
か
、市
公

　令和６年８月19日から募集していた市ネーミングライツ事業につい
て、以下の３施設のネーミングライツパートナーおよび施設の愛称が決
定しました。パートナーから対価として得た命名権料は、ネーミングライ
ツ導入施設の維持管理に有効活用します。施設の正式名称や利用方法な
どは変わりませんので、これまでと同様に施設を利用できます。

☎

☎

◉

令
和
７
年
４
月
以

降
に
看
護
師
養
成
施
設
に
入
学
ま

た
は
在
学
し
、将
来
看
護
師
と
し

て
市
立
病
院
な
ど
に
勤
務
し
よ
う

と
す
る
人

８
人
程
度

月
額
10
万
円
以
内

貸
付
決
定
月
か
ら
、

看
護
師
養
成
施
設
を
卒
業
す
る
月

ま
で（
看
護
師
養
成
施
設
の
修
学

年
数
を
限
度
と
し
ま
す
）

※
要
件
を
満
た
し
た
場
合
は
、償

還
が
全
額
免
除
に
な
り
ま
す

◉

看
護
師
奨
学
金
貸

付
対
象
者
の
う
ち
希
望
者

８
人
程
度

20
万
円
以
内

無
利
子
貸
付
と
し
、

看
護
師
奨
学
金
貸
付
の
最
後
の
月

か
ら
10
年
以
内
に
償
還

※
償
還
免
除
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん

◉

２
人

書
類
審
査
、面
接
審

査（
４
月
予
定
）郵

送
ま
た
は
持
参

※
応
募
書
類
は
医
療
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す

３
月
28
日（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

医
療

局
経
営
管
理
部
経
営
管
理
課（
管

理
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
迫
町
佐

沼
字
下
田
中
25

☎
０
２
２
０（
２
１
）６
８
８
８

　

専
用
の
車
両
内
で
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
基
本
操
作
な
ど
を
学
ぶ

セ
ミ
ナ
ー
と
、気
に
な
る
こ
と
を

相
談
で
き
る
個
別
相
談
会
を
無
料

で
開
催
し
ま
す
。貸
出
用
ス
マ
ホ

を
用
意
し
ま
す
の
で
、ス
マ
ホ
が

な
い
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

３
月
17
日（
月
）〜
31
日

（
月
）▼
セ
ミ
ナ
ー
➊
午
後
１
時
➋

２
時
30
分（
各
１
時
間
）▼
個
別
相

談
➊
午
前
11
時
➋
午
後
４
時（
各

45
分
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

➊
３
月
17
日（
月
）〜
24
日

（
月
）＝
登
米
市
民
病
院
駐
車
場
➋

３
月
25
日（
火
）〜
31
日（
月
）＝
イ

オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼
中
央
入
口
前

※
専
用
車
両
内

▼
セ
ミ
ナ
ー
＝
各
回
３
人

▼
個
別
相
談
＝
各
回
１
組（
３
人

ま
で
）

２
月
27
日（
木
）か
ら

※
前
日
午
後
５
時
ま
で
要
予
約

☎
０
８
０
０（
１
１
１
）９
４
４
２

（
受
付
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

３
月
13
日（
木
）総

務

部
市
長
公
室（
広
報
広
聴
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
迫
町
佐

沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
０

０
２
２
０（
２
２
）９
１
６
４

死koho@
city.tom

e.m
iyagi.jp

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
D
X
推
進
室（
D
X
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
６
７
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及
川
さ
よ
子こ

さ
ん（
中
田
町
・
再

任
）、瀬
戸
栄え

い

典の
り

さ
ん（
中
田
町
・
再

任
）、佐
々
木
裕ゆ

見み

子こ

さ
ん（
豊
里

町
・
再
任
）、阿
部
直な

お

子こ

さ
ん（
石
越

町
・
新
任
）、西
條
邦く

に

彦ひ
こ

さ
ん（
津
山

町
・
新
任
）が
、１
月
１
日
付
け
で
、

法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
の

委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、人
権
に
関

す
る
相
談
を
受
け
、命
の
大
切
さ

や
思
い
や
り
の
心
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

月
〜
金
曜
日
／
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

▼
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

▼
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

仙
台
法
務
局
登
米

支
局（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
７
０

　

長
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
協
会

役
員
と
し
て
活
動
に
尽
力
し
、地

域
に
貢
献
し
た
と
し
て
、佐
沼
地

区
交
通
安
全
協
会
会
長
の
小
野
寺

篤あ
つ

朗ろ
う

さ
ん
＝
中
田
町
冠
木
＝
が
交

通
栄
誉
章「
緑
十
字
金
章
」を
受

章
。配
偶
者
の
玉た

ま

江え

さ
ん
に「
配
偶

者
感
謝
状
」が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
に
お
け
る
医
療
の
確
保
を

図
る
た
め
、現
在
休
止
中
の
新
田

診
療
所
で「
医
療
」を
提
供
す
る
事

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

新
田
診
療
所
の
既
存

の
施
設
・
設
備
を
活
用
し
、診
療
所

を
運
営
す
る
事
業
者業

務
開
始
か
ら

５
年
以
上

住
所
＝
登
米
市
迫
町

新
田
字
山
田
地
内
➊
建
物（
診
療

所
・
住
宅
）２
５
０
平
方
㍍
、昭
和

59
年
４
月
建
築
➋
土
地
２
１
８
１

平
方
㍍

４
月
18
日（
金
）

※
詳
細
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

市
民
生

活
部
健
康
推
進
課（
保
健
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

　４月20日告示、27日執行予定の市長選挙
および市議会議員一般選挙の立候補予定者
を対象に、説明会を開催します。

３月21日（金）午後２時
迫公民館（２階軽運動場）
立候補予定者とその関係者

※出席は１候補につき、候補者を含め２人
以内

立候補届け出の手続き、選挙運動の
注意事項など。説明会当日に立候補届出用
紙などをお渡しします

市選挙管理委員会事務局
☎ 0220（22）2198

　

食
料
品
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
な

ど
の
物
価
高
騰
に
対
す
る
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、支
援
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
。基

準
日（
令
和
６
年

12
月
13
日
）に
お
い
て
、世
帯
全
員

の
令
和
６
年
度
住
民
税
が
非
課
税

で
あ
る
世
帯

※
住
民
税
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て

い
る
人
の
扶
養
親
族
の
み
か
ら
な

る
世
帯
を
除
き
ま
す

※
令
和
６
年
度
の
市
非
課
税
世
帯

等
支
援
給
付
金（
10
万
円
）を
受
給

済
み
で
、世
帯
状
況
な
ど
に
変
更

が
な
い
世
帯
に
は
、１
月
中
に
支

給
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す

１
世
帯
当
た
り
３
万
円

※
平
成
18
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
児
童
が
い
る
場
合
は
１
人

当
た
り
２
万
円
を
加
算

支
給
対
象
世
帯
の
世

帯
主
あ
て
に
、支
給
内
容
や
確
認

事
項
が
記
載
さ
れ
た
確
認
書
を

送
付
し
ま
す（
３
月
中
旬
発
送
予

定
）。必
要
事
項
を
記
入
の
上
、市

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

５
月
30
日（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

☎
☎

▼
市
価
格
高
騰
支

援
給
付
金
専
用
電
話

☎
０
１
２
０（
６
６
６
）０
８
６

（
平
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
福

祉
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

　

市
職
員
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ

（
銀
行
、コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現

金
自
動
預
払
機
）の
操
作
や
、

手
数
料
な
ど
の
振
り
込
み
を

求
め
る
こ
と
は
、絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。不
審
な
電
話
が

あ
っ
た
場
合
は
、す
ぐ
に
警

察
署
な
ど
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
佐
沼
警
察
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

▼
登
米
警
察
署

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
２
１
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隊長と熊谷盛廣市長らによる指導員の服装点検。規律の保持と
士気の向上を図り、新年の活動に向けて結束を高めました。

　市交通安全指導隊（名生裕
ゆう

平
へ い

隊長）、市防犯指導隊（菅
原精

せい

一
い ち

隊長）と市消防団（浅井亮
りょう

喜
き

団長）による出初式
が開催されました。
　両指導隊の合同出初式は１月11日、トライデントな
かだアリーナ（中田総合体育館）で開かれ、隊員約100
人が参加。犯罪や事故のない地域を目指して、誓いを新
たにしました。
　消防団出初式は１月12日、水の里ホール・Abebisou
（登米祝祭劇場）で開かれ、団員約600人が参加。５年ぶ
りとなる観閲行進や、一斉放水訓練の披露、消防車両展
示が実施され、多くの市民が観覧に訪れました。

たいまつの火から正月飾りやお守りなどに点火されると、来場
者は御神火にあたりながら平穏な１年を祈りました。

　「佐沼どんと祭・裸参り」（登米中央商工会青年部主
催）は１月14日、佐沼一市・八日町通りなどで開かれ、裸
参りには、商工会青年部のメンバーのほか、市内の企業
や団体などから112人が参加しました。
　裸参りの参加者は、さらしや白装束を身にまとい、た
いまつを手に出発。厳しい寒さの中、無病息災を祈りな
がら、厳かにゆっくりと歩みを進めました。裸参りに初
めて参加したALT（外国語指導助手）のエミリー・キャ
メロン・シュックさんは「みんなと元気に過ごしなが
ら、さまざまなことに挑戦して思い出に残る１年にし
たいです」と願いを込めていました。

画材の種類や使い方などの基礎から、油絵特有の手法やこつを
教わりながら、絵の完成を目指します。

　「絵画ワークショップ～油彩編～」（登米文化振興財
団主催）の開講式が１月11日、水の里ホール・Abebisou
（登米祝祭劇場）で開催されました。
　ワークショップには15人が参加。３人の講師の指導
のもと、全６回の日程で油絵を完成させ、４月に開催予
定の手づくり美術展「登展」への出展を目指します。講
師で登展実行委員長の亀井陽

よう

逸
い つ

さんは「絵画愛好者を
増やす一助になれば」と毎年講座を開設。宮

く

東
どう

いね子
こ

さ
ん＝栗原市＝は「登展を見に来たことがきっかけで油
絵を始めて３年目。先生に教えていただける貴重な機
会だと思い参加しました」と話していました。

ポスターを寄贈した日野さん（右）。ポスターは市役所迫庁舎の
入口に掲示していますので、ぜひご覧ください。

　迫町出身の書家・デザイナーの日野薫
かおる

さんが１月14
日に市役所迫庁舎を訪れ、今年の干

え

支
と

を題材に自らデ
ザインしたポスターを市へ寄贈しました。
　ポスターは、焦げ茶色の背景に、「巳

み

」の字が黄色で中
央に大きく描かれ、青色で描かれた「2025」を上部に配
置。日野さんは「漢字の『巳』と平仮名の『へび』で、２匹
の蛇が寄り添う姿にも見えるようにデザインした。見
た人が元気になってくれたらうれしい」と作品につい
て語りました。熊谷盛廣市長は「今年も寄贈いただき感
謝しています。このポスターを見ながら、新たな１年を
頑張っていきたい」と話しました。

講演後のフリートークセッションでは、参加者からの意見や質
問に対して、講師の皆さんが丁寧に回答していました。

　「ゼロカーボンシティとめシンポジウム」は１月28
日、迫公民館で開かれ、約100人が参加しました。
　シンポジウムは、市民や事業者などが環境問題への
関心を高め、学び考える機会として開催。東北大学名誉
教授の長谷川公

こう

一
い ち

氏による基調講演、宮城県地球温暖
化防止活動推進員と県環境産業コーディネーターによ
る事例発表を通して、参加者は地球温暖化防止に向け
た取り組みについて理解を深めました。金森久

ひさ

弘
ひ ろ

さん
＝登米町峯畑＝は「目標の実現には、今回のような機会
を捉え、一人一人が教養と理解を高めていくことが大
切だと感じました」と話しました。

入賞した８チームが自由な発想と取材を通して作成した新聞の
内容を発表。入賞作品は市公式ホームページに掲載しています。

　「第17回子どもたちが考える登米市の未来新聞コン
クール表彰式」が１月19日、森公民館で開かれました。
　コンクールは、本市の未来を支える子どもたちが普
段の生活の中から地域の良さや問題点などを見つけ、
未来のまちづくりに興味を深めてもらうことを目的に
開催。市内小学校78作品の応募の中から８作品が入賞
し、熊谷盛廣市長から賞状と記念品が贈られました。最
優秀賞には、小学５年の部が西郷小の絆のヘキサゴン
チームの「登米市の未来を守ルンジャー新聞」、６年の
部には加賀野小のM

ミ ー シ ャ

YSAチームの「登米市の農業に希
望を～未来の農業～」が選ばれました。
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しゅりちゃんの笑顔で
いろんな人が幸せです。
これからの成長も楽し
みにしています。

パパ譲りの垂れ目が
チャームポイントの、
かわいいまりなちゃん。
生まれてきてくれてあ
りがとう。

笑顔がかわいいわが家
のアイドル。お兄ちゃ
んと一緒に、強くたく
ましく育ってね。

毎日いっぱいおしゃべ
りするこーちゃん。
これからも笑顔で元気
に育ってね。

　ぼくは、理科の勉強が好きです。その理由は二
つあります。
　一つ目は、実験が大好きだからです。実験しな
がら答えを見つけるところが、とても楽しいで
す。実験ができる教科は他にはないので魅力的
で、理科の時間はわくわくします。
　二つ目は、植物や虫の観察でいろいろな発見
ができたり、人の体の筋肉のしくみを知ったり
することができて面白いからです。知らなかっ
たことや、ふしぎに思っていたことを勉強する
のは、とても楽しく感じます。
　ぼくの夢は、理科の先生になることです。「実
験や観察は難しいから嫌い」と言っている人に
も好きになってもらえるように、分かりやすく、
理科の楽しさを教えたいと思っています。
　そのためには、苦手なところの勉強も頑張っ
て成績を上げていきたいです。理科のことなら
何でも知っている、みんながあこがれる先生を
目指します。

　こんにちは。私は昨年７月に就農したばかりのネギ農
家です。農業と全く違う工業高校を卒業しているので、な
ぜ農家になったのかとよく聞かれます。
　一つ目の理由は、この仕事にとてもやりがいを感じた
からです。土作りから始まり、日々手入れを重ね、丹精込
めて育てた農作物を収穫できたときの喜びは格別です。
さらに、「ありがとう、おいしかったよ」と連絡をいただく
こともあり、その時は喜びのあまり心の中でガッツポー
ズをしています。二つ目は、高齢化による離農が進み、農
地が荒れていく現状を目の当たりにしたからです。田や
畑が草木に覆われてしまった様子を見るたび、豊かな田
園風景を取り戻したいという思いが高まり、自分の手が
届く範囲だけでもなんとかしようと決心しました。三つ
目は、農家が私たち全員の命につながる「食べ物」を作る
仕事であり、なくてはならない存在だからです！
　これからもおいしい農作物を作れるように日々努めて
いきますので、応援よろしくお願いします。

妻の実家に仕事で農機具の修理に行っ
たことがきっかけで出会ったんだ。

★
おっとりしているようで気が強いとこ

ろもあるんだよ。
たんぱらなんだけど、元気で明るくて頼

りになる人だね。

結婚する前はやんちゃだったけど、結婚
を機に真面目に働くようにしたんだ。

主人が東京や海外で働いて家を空ける
こともあったけど、家族が家事や子育てを手
伝ってくれたから大変だとは思わなかったよ。

人生山も谷もあるけど、気にしないで大
好きな機械いじりを続けていきたいな。

ひ孫が遊びに来てくれるから、これから
も成長を見るのが楽しみだね。
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◉

☎

◉

　

☎

　

☎

㊌

㊊

㊋

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
◉

☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊍
（祝） ☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

◉

☎

◉

☎

65
歳
を
超
え
る
人

は
、５
年
間
の
経
過
措
置
と
し
て
、

70
・
75
・
80
・
85
・
90
・
95
・
１
０
０
歳

に
な
る
年
度
に
限
り
対
象
と
な
り

ま
す

※
１
０
０
歳
以
上
の
人
は
、令
和

７
年
度
の
み
対
象

◉
　

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
は
個
別

の
接
種
勧
奨
が
差
し
控
え
ら
れ
て

い
た
時
期
が
あ
る
こ
と
か
ら
、接

種
機
会
を
逃
し
た
人
で
、次
に
該

当
す
る
人
に
対
し
て
接
種
の
機
会

を
提
供
す
る「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種
」を
、令
和
８
年
３
月
31
日
ま

で
延
長
し
ま
す
。

平
成
９
年
度
〜
20
年
度

生
ま
れ
の
女
性
で
、令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
７
年
３
月
31
日
ま
で

の
期
間
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
１

回
以
上
接
種
し
た
人

市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
保
健
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

◉
　

妊
娠
、出
産
、育
児
な
ど
に
つ
い

て
、個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

３
月
18
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

福
祉

事
務
所
子
育
て
支
援
課（
母
子
保

健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

◉
　

プ
レ
パ
パ
・
パ
パ
サ
ロ
ン
開
催
。

夫
婦
や
育
児
中
の
パ
パ
の
参
加
も

大
歓
迎
で
す
。

産
前
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
、

妊
娠
・
出
産
に
よ
る
体
調
や
気
持

ち
の
変
化
、着
替
え
や
お
む
つ
交

換
な
ど

３
月
11
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
45
分（
要
電
話
予
約
）

☎

迫
児
童
館

福
祉

事
務
所
子
育
て
支
援
課（
母
子
保

健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

◉

３
月
13
日（
木
）、27
日

（
木
）／
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◉
　

難
聴
は
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、

誰
で
も
起
こ
り
得
る
も
の
で
す
。

加
齢
性
の
難
聴
は
一
般
的
に
高
い

音
か
ら
聞
こ
え
が
悪
く
な
り
ま

す
。聴
力
の
低
下
は
、徐
々
に
起
こ

る
た
め
自
分
で
は
気
付
き
に
く
い

と
い
う
の
も
特
徴
で
す
。

　

小
さ
な
心
が
け
で「
聞
こ
え
に

く
さ
」に
よ
る
社
会
的
孤
立
を
な

く
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
テ
レ
ビ
な
ど
を
消
し
て
、聞
こ

え
や
す
い
環
境
を
整
え
る
▼
正
面

か
ら
、口
の
動
き
を
見
せ
て
話
す

▼
ゆ
っ
く
り
・
言
葉
を
は
っ
き
り

と
話
す
▼
聞
き
取
り
や
す
い
言
葉

に
言
い
換
え
る（
カ
行
・
サ
行
・
タ

行
・
パ
行
の
音
は
特
に
聞
き
と
り

に
く
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。４

…「
し
」↓「
よ
ん
」、７
…「
し
ち
」

↓「
な
な
」に
言
い
換
え
る
よ
う
、

心
が
け
て
み
ま
し
ょ
う
）

学
ぶ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
を
開

催
し
ま
す
。認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
受
講
修
了
者（
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
ま
た
は
サ
ポ
ー
タ
ー
カ
ー

ド
を
持
参
く
だ
さ
い
）

３
月
５
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
45
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ル
）

無
料25

人（
先
着
順
）

２
月
26
日（
水
）福

祉

事
務
所
長
寿
介
護
課（
地
域
包
括

支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

◉
　

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
、費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
を
開
始
す
る

予
定
で
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、対

象
者
へ
３
月
頃
に
案
内
を
送
付
し

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

➊
令
和
７
年
度
に
65
歳

に
な
る
人
➋
60
〜
64
歳
で
、ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫

の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど

不
可
能
な
程
度
の
障
が
い
を
有
す

る
人（
身
体
障
害
者
手
帳
内
部
疾

患
１
級
相
当
）

「
聞
こ
え
に
く
さ
」を
感
じ
た
ら
、

耳
鼻
咽
喉
科
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

◉
　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

受
講
修
了
者
を
対
象
に
、地
域
の

中
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を

支
援
す
る
た
め
、認
知
症
へ
の
理

解
を
深
め
、支
援
方
法
に
つ
い
て

実
施
日
の
３
日
前石

巻

保
健
所
登
米
支
所（
疾
病
対
策
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
９

◉

ア
ル
コ
ー
ル
や
ギ
ャ
ン

ブ
ル
な
ど
の
問
題
を
抱
え
る
人
の

家
族

３
月
５
日（
水
）家
族
教
室

＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
、個
別

相
談
＝
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

２
月
26
日（
水
）

◉

３
月
４
日（
火
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

２
月
25
日（
火
）

◉
　

D
V
や
モ
ラ
ハ
ラ
、離
婚
、虐

待
、シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
子
育
て

な
ど
で
悩
む
女
性
の
た
め
の
出
張

相
談
を
開
催
し
ま
す
。

３
月
19
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
４
時（
１
人
約
50
分
）

N
P
O
法
人
ハ
ー
テ
ィ

仙
台
女
性
相
談
員

３
月
18
日（
火
）午
後

３
時

◉

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

無
料（
要
電
話
予
約
）

※
い
ず
れ
も
託
児
不
可

石
巻

保
健
所
登
米
支
所（
母
子・障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

➊

➋

※

☎

※
郵
送
の
場
合
は
、封
筒
に「
公
用

車
広
告
掲
載
申
込
」と
記
載

※
申
込
書
は
総
務
部
総
務
課
で

配
布
す
る
ほ
か
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す

総
務

部
総
務
課（
財
産
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
迫
町
佐

沼
字
中
江
２
丁
目
６
番
地
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

市
長
か
ら
の
諮
問
に
応

じ
、上
下
水
道
事
業
に
関
す
る
重

要
事
項
を
審
議（
年
４
回
程
度
）

委
嘱
日
か
ら
令
和
９
年
３

月
31
日
ま
で

➊
18
歳
以
上
で
市
内
に
住

ん
で
い
る
人
➋
上
下
水
道
事
業
に

関
心
が
あ
り
意
見
を
述
べ
ら
れ
る

人
➌
市
議
会
議
員
お
よ
び
地
方
公

共
団
体
職
員
で
な
い
人

２
人

住
所
、氏
名
、性
別
、

生
年
月
日
、電
話
番
号
、職
業
、勤

務
先
、経
歴（
職
歴
、学
歴
な
ど
）を

任
意
の
様
式
に
記
入
し
、上
下
水

道
事
業
に
つ
い
て
４
０
０
字
程
度

に
ま
と
め
た
作
文
と
一
緒
に
持
参

か
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

３
月
14
日（
金
）　上

下

水
道
部
経
営
総
務
課（
経
営
管
理

係
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〒
９
８
７
―
０
７
０
２
／
登
米
町

寺
池
目
子
待
井
３
８
１
番
地
１

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
３

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
い
わ
れ

る
現
代
の
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る

場
を
支
援
し
ま
す
。

▼
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
人
▼
原
則
60
歳
以
上
で
登

米
市
に
居
住
の
人
▼
セ
ン
タ
ー
の

趣
旨
に
賛
同
す
る
人

室
内
外
清
掃
・
受
付

事
務
・
筆
耕
・
植
木
剪せ

ん

定て
い

・
大
工
仕

事
・
自
動
車
の
運
転
・
草
取
り
・
草

刈
り
・
農
作
業
・
お
墓
掃
除
な
ど

※
入
会
を
希
望
す
る
人
は
、入
会

説
明
会
に
参
加
く
だ
さ
い

◉

３
月
17
日（
月
）午
後
１
時

30
分（
毎
月
15
日
開
催
）

登
米
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

登
米

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
５
２
６

４
月
６
日（
日
）〜
９
月
14

日（
日
）／
各
日
曜
日
、平
日
実
習

あ
り

宮
城
県
母
子
・
父
子
福
祉

セ
ン
タ
ー（
仙
台
市
）

県
内
在
住
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
親
ま
た
は
寡
婦
で
、全
日

程
受
講
で
き
る
人

20
人

受
講
料
無
料（
別
途
、教
材

費
・
実
習
費
９
千
円
程
度
）

３
歳
〜
小
学
３
年（
無
料
）

３
月
１
日（
土
）〜
24

日（
月
）

ウ
ェ
ブ
申
し
込
み

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

宮
城

県
母
子
福
祉
連
合
会

☎
０
２
２（
２
５
６
）６
５
１
２

　

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、市

内
や
近
隣
市
町
村
の
商
家
が
客
に

配
布
し
た「
引ひ

き

札ふ
だ

」を
集
め
た
企
画

展
を
開
催
し
ま
す
。

３
月
８
日（
土
）〜
６
月
１

日（
日
）歴

史
博
物
館

無
料

歴
史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

　

仙
台
伊
達
家
と
登
米
伊
達
家
に

ま
つ
わ
る
、江
戸
時
代
の
登
米
の

歴
史
や
文
化
を
伝
え
る
貴
重
な
資

料
を
展
示
し
ま
す
。

３
月
８
日（
土
）〜
６
月
29

日（
日
）

※
５
月
８
日（
木
）、９
日（
金
）は

展
示
替
え
の
た
め
企
画
展
示
室
を

閉
室
し
ま
す

登
米
懐
古
館

大
人
４
０
０
円
、高
校
生

３
０
０
円
、小
・
中
学
生
２
０
０
円

登
米
懐
古
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
５
７
８

　

本
の
読
み
聞
か
せ
や
古
本
市
の

ほ
か
、本
を
テ
ー
マ
に
、大
人
も
子

ど
も
も
楽
し
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
す
。

３
月
30
日（
日
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
古
本
市
は
雨
天
時

中
止
）

手
の
ひ
ら
に
太
陽
の
家

（
登
米
町
寺
池
辺
室
山
17
番
地
１
）

無
料（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
別
途
材
料
費
）

※
詳
細
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
ご

覧
く
だ
さ
い

手
の
ひ
ら
サ
ー
ク

ル
た
ね
る
べ

死tanerube.tenohira@
gm
ail.

com

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
再
講
習
を
希
望
す
る
人
も
併
せ

て
募
集
し
て
い
ま
す

消
防

署（
救
急
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

　

市
公
用
車
へ
の
広
告
掲
載
希
望

者
を
募
集
し
ま
す
。お
店
な
ど
の
走

る
広
告
塔
と
し
て
活
用
く
だ
さ
い
。

事
業
所
や
事
務
所
、店

舗
な
ど
を
持
つ
個
人
、法
人

３
月
７
日（
金
）

１
台
当
た
り
基
本
４
千

円
／
月

郵
送
ま
た
は
持
参☎

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

間
、適
切
に
応
急
手
当
て
を
す
る

こ
と
で
一
人
で
も
多
く
の
人
の
命

を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。大
切

な
命
を
救
う
た
め
、講
習
会
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

３
月
16
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー（
３

階
大
会
議
室
）

心
肺
蘇
生
法
、A
E
D
使

用
方
法
、止
血
法
な
ど

無
料30

人（
先
着
順
）

※
中
学
生
以
上
の
誰
で
も
受
講
で

き
ま
す

３
月
１
日（
土
）〜
９

日（
日
）

特典2特典2
防犯登録（有料）のお客様
1年盗難補償付

特典1特典1
自転車ご購入のお客様
3ヶ月点検無料

特典3特典3
自転車ご購入につきご不用の自転車
1台 無料引取

店内にて

※写真は売場イメージです

100円ショップ
好評営業中！
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◉
　

公
共
用
水
域
を
き
れ
い
に
し

て
、自
然
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、

下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地
域

に
お
住
ま
い
の
人
は
、早
め
の
接

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
　

次
に
該
当
す
る
場
合
は
、排
出

汚
水
量
の
認
定
制
度
に
よ
り
、下

水
道
使
用
料
を
算
定
し
ま
す
。

▼
井
戸

水
な
ど
水
道
水
以
外
を
生
活
用
水

と
し
て
使
用
し
て
い
る
▼
水
道
水

を
次
の
用
途
で
使
用
し
て
い
る
➊

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

　　

宮
城
い
き
い
き
学
園
は
、シ
ニ

ア
世
代
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く

り
を
支
援
し
、地
域
の
指
導
者
養

成
を
目
的
と
し
て
、必
要
な
知
識

を
身
に
付
け
る
学
び
の
場
で
す
。

県
内
に
居
住
の
60
歳
以

上
の
人

２
年
間（
学
習
日
＝

年
間
約
20
日
）

入
学
金
５
千
円
、受
講
料

年
額
２
万
円

３
月
31
日（
月
）

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

宮
城

県
社
会
福
祉
協
議
会（
い
き
が
い

推
進
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
２
２（
２
２
５
）８
４
７
７

　

国
家
公
務
員
の
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

一
般
職（
大
卒
程
度
）

２
月
20
日（
木
）〜
３

月
24
日（
月
）

６
月
１
日（
日
）

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
し
込
み

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
し
い
内
容

は
、人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

人
事
院
東
北
事
務

局
第
二
課（
試
験
係
）

☎
０
２
２（
２
２
１
）２
０
２
２

　

年
金
加
入
者
は
、職
業
な
ど
に

よ
り
、３
つ
の
種
別
に
分
か
れ
ま

す
。20
〜
60
歳
の
間
に
種
別
が
変

わ
る
場
合
は
、届
け
出
が
必
要
で

す
。

給
料
か
ら
保
険

料
が
天
引
き
に
な
る
会
社
員
な

ど
と
異
な
り
、自
営
業
者
、農
業

従
事
者
、学
生
な
ど
の
第
１
号
被

保
険
者
は
、自
分
で
保
険
料
月
額

１
万
６
９
８
０
円（
令
和
７
年
３

月
末
時
点
）を
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。加
入
手
続
き
後
、納
付

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、銀
行
、

農
協
、信
用
組
合
、信
用
金
庫
、郵

便
局
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

や
電
子
納
付
な
ど
で
納
め
る
か
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

収
入
が
少
な
く
、納
付
が
困
難
な

場
合
は
、申
請
に
よ
っ
て
保
険
料

を
免
除
ま
た
は
猶
予
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。学
生
に
は
、学
生
納
付

特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、年

金
事
務
所
ま
た
は
最
寄
り
の
総
合

支
所
市
民
課
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

■

■

■

牛
や
豚
な
ど
の
畜
舎
で
使
用
➋
年

間
を
通
し
て
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な

ど
で
出
荷
用
野
菜
や
花
き
栽
培
に

使
用
➌
製
造
業
な
ど
で
製
品
に
多

量
の
水
を
使
用
➍
育
苗
な
ど
で
一

時
的
に
多
量
の
水
を
使
用（
原
則

１
カ
月
分
）

※
申
請
方
法
な
ど
、詳
細
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

上
下
水
道

部
経
営
総
務
課（
業
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
１

　

４
月
１
日（
火
）か
ら
、水
道
お

客
様
セ
ン
タ
ー
窓
口
の
営
業
時
間

を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分（
毎
週
水
曜
日

は
午
後
７
時
ま
で
）

※
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始（
12
月

29
日
〜
１
月
３
日
）を
除
く

登
米
市
水
道
お
客

様
セ
ン
タ
ー（
迫
町
佐
沼
字
萩
洗

二
丁
目
２
番
地
３
）　

☎
０
１
２
０（
０
２
３
）１
５
１

　

市
は
、学
校
規
模
の
適
正
化
と

教
育
環
境
の
向
上
を
目
指
し
、市

立
小
中
学
校
等
再
編
構
想
に
基
づ

く
学
校
再
編
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

東
和
地
域
で
は
、米
谷
小
、錦
織

小
、米
川
小
に
つ
い
て
、令
和
元
年

度
に
統
合
を
検
討
す
る
学
校
再
編

準
備
委
員
会
を
、令
和
４
年
度
に

は
校
名
な
ど
を
協
議
す
る
開
校
準

備
委
員
会
を
設
置
。保
護
者
や
学

校
運
営
協
議
会
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
代
表
者
ら
が
統
合
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。そ
の

結
果
、３
校
を
統
合
し
、令
和
７
年

４
月
に「
東
和
小
学
校
」と
し
て
開

校
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

閉
校
式
は
、米
谷
・
米
川
小
が
３

月
21
日（
金
）、錦
織
小
が
３
月
22

日（
土
）、東
和
小
開
校
式
は
、４
月

４
日（
金
）に
開
催
し
ま
す
。

※
関
係
者
の
み
出
席

教
育
部
学
校
再
編

推
進
室（
学
校
再
編
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
９

　

県
は
、３
月
11
日
を「
み
や
ぎ
鎮

魂
の
日
」と
定
め
て
い
ま
す
。市
で

は
、東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら

れ
た
人
を
追
悼
し
、震
災
の
記
憶

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
後
世
に

伝
え
て
い
く
た
め
、一
斉
黙
と
う

を
実
施
し
ま
す
。ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
月
11
日（
火
）午
後

２
時
46
分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

放
送
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
合
図
に

一
斉
黙
と
う
を
実
施

総
務
部
防
災
危
機

対
策
室（
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
９
３

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、高
校

や
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
、在
学

中
に
必
要
な
費
用
を
対
象
と
し
た

公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

】１
人
当
た
り
３
５
０
万

円
以
内

入
学
金
、授
業
料
、教

科
書
代
、ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン

の
敷
金･

家
賃
な
ど

年
２
・
65
％（
固
定
金
利
）、

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
は
年
２
・

25
％（
令
和
７
年
１
月
６
日
現
在
）

18
年
以
内

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
７
０
）０
０
８
６
５
６

☎
０
３（
５
３
２
１
）８
６
５
６

0220-23-8688下田中53番地8
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心
と
体
に
不
調
を
抱
え
て
い
る

人
、ま
た
は
働
き
た
く
て
も
働
け

ず
困
っ
て
い
る
人
や
、そ
の
家
族

の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

午
前
９
時
〜
午
後
６

時（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

無
料

就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
つ
な
ぐ（
迫
町
佐
沼
錦
１
３
０

番
地
１
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）９
８
２
５

３
月
28
日（
金
）午
後
１
時

〜
３
時
50
分（
要
電
話
予
約
）

と
め
市
民
活
動
プ
ラ
ザ

佐
竹
孝た

か

行ゆ
き（
司
法
書
士
）

無
料

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

県
内
に
在
住
、ま
た
は

県
内
に
職
場
の
あ
る
女
性

➊
面
接
の
み
＝
３
月
10
日

（
月
）〜
14
日（
金
）午
後
１
時
〜

４
時
➋
面
接
・
電
話
＝
３
月
15
日

（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

宮
城
県
司
法
書

士
会
館（
仙
台
市
）（
要
予
約
）

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

（令和７年１月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ 7 Ｒ 6 増減数

人身事故
発生件数 ２件 ６件 ▲４件

死者数 ０人 ０人 ０人

負傷者数 ２人 ６人 ▲４件

物損事故
発生件数 107件 94件 13件

※Ｒ７年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

（令和７年１月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計　　（前月比）

迫 7,749 9,269 9,700 18,969 （▲40）

登米 1,724 2,030 2,221 4,251 （▲3）

東和 2,198 2,639 2,665 5,304 （▲10）

中田 5,265 7,212 7,401 14,613 （▲13）

豊里 2,141 2,926 2,997 5,923 （▲15）

米山 2,789 3,960 4,026 7,986 （▲17）

石越 1,464 2,069 2,055 4,124 （▲25）

南方 2,720 3,825 3,998 7,823 （▲16）

津山 1,096 1,312 1,460 2,772 （▲15）

合計 27,146 35,242 36,523 71,765 （▲154）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

和
総
合
支
所無

料
登
米
市
社
会
福
祉

協
議
会

☎
０
２
２
０（
２
１
）６
３
１
０

３
月
25
日（
火
）➊
午
前
９

時
30
分
➋
午
前
11
時
➌
午
後
１
時

30
分
➍
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

無
料

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い障

害
者

就
業・生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

　

毎
年
３
月
は
、名
義
変
更
、廃
車

な
ど
の
各
種
手
続
き
や
検
査
申
請

が
集
中
し
、大
変
混
雑
し
ま
す
。特

に
週
末
や
中
旬
以
降
は
混
み
合
う

た
め
、申
請
を
予
定
し
て
い
る
人
は

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

軽
自
動
車
検
査
協

会
宮
城
主
管
事
務
所

☎
０
５
０（
３
８
１
６
）１
８
３
０

　

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退

共
制
度
）は
林
業
従
事
者
の
た
め

の
退
職
金
制
度
で
す
。以
前
、林
業

に
従
事
し
、林
退
共
制
度
に
加
入

し
て
い
た
人
で
、退
職
金
請
求
手

続
き
を
し
て
い
な
い
人
は
、退
職

金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
、問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３（
６
７
３
１
）２
８
８
９

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
自
分
の
家

族
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
を

家
庭
に
迎
え
入
れ
、健
や
か
な
成

普
通
自
動
車
、小
型

自
動
車
、軽
自
動
車
の
う
ち
４
輪

以
上
の
も
の
※
携
行
缶
な
ど
、対

象
車
両
以
外
の
給
油
は
不
可

障
害
者
手
帳
、

運
転
免
許
証
、車
検
証
お
よ
び
電

子
車
検
証
の
場
合
は
自
動
車
検
査

証
記
録
事
項
、印
鑑

◉

世
帯
全
員
の
住
民
税
が

非
課
税
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
➊
身
体
障
害
者
手
帳

１
・
２
級
➋
身
体
障
害
者
手
帳
３

級
の
う
ち
、呼
吸
機
能
障
が
い
者

で
、酸
素
濃
縮
器
を
常
時
利
用
し

て
い
る
、ま
た
は
体
幹
・下
肢
機
能

障
が
い
者
で
車
い
す
移
動
に
限
ら

れ
る
➌
療
育
手
帳
Ａ
➍
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
・２
級

※
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成
事

業
や
透
析
患
者
通
院
費
助
成
事
業

の
利
用
者
は
対
象
外

【

障
害
者
手
帳
、

印
鑑

◉

３
月
３
日（
月
）か
ら
、各

総
合
支
所
市
民
課
で
受
け
付
け

※
令
和
６
年
１
月
１
日
以
降
の
転

入
者
は
、転
入
前
住
所
地
の
住
民

税
課
税（
非
課
税
）証
明
書
が
必
要

で
す

福
祉
事
務
所
生
活

福
祉
課（
障
が
い
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

長
を
応
援
す
る
里
親
制
度
に
つ
い

て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

３
月
15
日（
土
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時

気
仙
沼
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
交
流
プ
ラ
ザ（
気
仙
沼
市
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す

み
や
ぎ
里
親
支
援

セ
ン
タ
ー
け
や
き

☎
０
２
２（
７
１
８
）１
０
３
１

　

ご
寄
付
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
12
月
受
納
順
）

●
医
療
法
人
社
団
恭
謹
会
上
杉
皮

膚
科
医
院
様
／
児
童
館
、児
童
ク

ラ
ブ
用
・
知
育
玩
具
18
セ
ッ
ト

●
ト
ヨ
テ
ツ
東
北
株
式
会
社
様
／

地
域
福
祉
の
向
上
な
ど
に
現
金

３
万
４
２
１
５
円

●
上
杉
恭や

す

弘ひ
ろ

様
／
佐
沼
小
学
校

用
・
図
書
室
貸
出
用
図
書
、書
籍

３
１
８
冊

総
務
部
総
務
課

（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

※
詳
細
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

総
務
部
税

務
課（
市
民
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

　　

障
が
い
者
の
使
用
す
る
自
動
車

の
燃
料
費
と
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◉

世
帯
全
員
の
住
民
税
が

非
課
税
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
➊
身
体
障
害
者
手
帳

１
・
２
級
・
内
部
３
級
、療
育
手
帳

Ａ
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
・
２
級
で
自
動
車
を
所
有
し
運

転
す
る
、ま
た
は
そ
の
自
動
車
を

障
が
い
者
の
た
め
に
運
転
す
る
同

居
者
➋
身
体
障
害
者
手
帳
下
肢
３

級
で
、自
動
車
を
所
有
し
運
転
す

る
➌
療
育
手
帳
Ａ
、精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級
、18
歳
未

満
で
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
・
内

部
３
級
の
人
の
た
め
に
自
身
が
所

有
す
る
自
動
車
を
運
転
す
る
同
居

者※
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業

や
透
析
患
者
通
院
費
助
成
事
業
を

利
用
し
て
い
る
人
、社
会
福
祉
施

設
入
所
者
、申
請
時
に
継
続
し
て

３
カ
月
以
上
入
院
し
て
い
る
人
、

生
活
保
護
受
給
者
は
対
象
外

　

市
で
は
、３
月
31
日（
月
）を

も
っ
て「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
」で

の
市
税
な
ど
の
納
付
の
取
り
扱
い

を
終
了
し
ま
す
。

　

利
用
可
能
な
決
済
サ
ー
ビ
ス
や

支
払
方
法
な
ど
、詳
細
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
計
課（
出
納
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
５

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持

ち
、一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場

合
、軽
自
動
車
税
を
減
免
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
に
減
免
申
請
を
し

た
人
に
は
、３
月
下
旬
に
申
請
書

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、必
要
事
項

を
記
入
の
上
、市
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

新
規
で
申
請
す
る
人
や
、継
続

申
請
す
る
人
で
車
両
や
運
転
者
な

ど
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、税
務

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
課
の

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

４
月
２
日（
水
）〜
５

月
26
日（
月
）必
着

☎
０
２
２（
２
２
１
）６
８
７
０

宮
城
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
２（
２
６
３
）６
７
５
５

Ｂ
型
肝
炎
患
者
ま
た
は

そ
の
家
族（
患
者
が
亡
く
な
っ
て

い
る
場
合
は
相
続
人
）

３
月
15
日（
土
）午
前
10
時

〜
午
後
６
時無

料

☎
０
２
２（
２
２
４
）５
０
６
１

☎
０
２
２（
２
２
４
）５
０
６
２

Ｂ
型
肝
炎
被
害
対

策
東
北
弁
護
団
事
務
局（
小
野
寺

友
宏
法
律
事
務
所
内
）

☎
０
１
２
０（
７
６
）０
１
５
２

３
月
11
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時

迫
公
民
館

無
料

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

　

生
活
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
、

家
庭
の
問
題
や
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
、困
り
ご
と
を
相
談
く
だ
さ
い
。

３
月
６
日（
木
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

➊
迫
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

➋
登
米
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
➌
東



（防犯や防災、市政に関する情報などを配信）
https://plus.sugumail.com/usr/tome/home

（市政、イベント情報などを配信）
https://line.me/R/ti/p/%40972tqqam

編

集

後

記

▼
晴
れ
や
か
な
天
候
の
も
と
開

催
さ
れ
た
二
十
歳
の
集
い
。会

場
は
、振
り
袖
や
は
か
ま
、ス
ー

ツ
な
ど
に
身
を
包
み
、再
会
を

喜
ぶ
出
席
者
の
輝
く
笑
顔
で
満

ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。二
十

歳
の
門
出
を
祝
う「
ハ
レ
の
日
」

を
迎
え
た
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら

の
人
生
が
、幸
多
き
も
の
と
な

る
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。（
添
田
）

▼
未
来
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
を
取

材
。登
米
市
の
課
題
を
把
握
し
、

小
学
生
ら
し
い
自
由
な
発
想
で

解
決
策
が
ま
と
め
ら
れ
、大
き

な
声
で
堂
々
と
発
表
す
る
姿
が

素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。原
稿

に
悩
む
日
々
。そ
ん
な
私
に
も

小
学
生
時
代
は
あ
っ
た
は
ず
。

あ
の
頃
の
発
想
力
は
ど
こ
に

い
っ
た
ん
だ
ろ
。（
高
橋
）

▼
毎
年
大
人
気
の
絵
画
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
。受
講
生
の
皆
さ
ん

が
、キ
ャ
ン
バ
ス
に
絵
の
具
を

重
ね
て
い
く
様
子
を
間
近
で
見

て
い
た
ら
、完
成
作
品
が
出
展

さ
れ
る「
登
展
」が
今
か
ら
楽
し

み
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。同
時

に
、自
分
も
油
絵
を
描
い
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。来
年
は

私
も
挑
戦
し
て
み
よ
う
か
な
。

（
渡
邊
）

　「メンバーに選ばれたと聞いた瞬間は信じられ
ませんでしたが、とてもうれしかったです」と髙橋
さんは笑顔を見せた。
　日本野球機構（NPB）とプロ野球12球団が連
携し「子どもたちが『プロ野球への夢』という目
標をより身近に持てるように」と開催している
「NPB12球団ジュニアトーナメント」。この大会
に出場する楽天イーグルスジュニアは、東北 6県
とその近隣県の小学５・６年生の応募者の中から、
セレクションを通じて出場選手16人を選出。狭き
門を突破し、南方小６年の髙橋さんが選ばれた。
　髙橋さんは、２年生の時に父親の知り合いが監
督を努める少年野球チームで体験したことがきっ
かけで野球を始めた。「最初野球には興味がなくて

サッカーを習おうと思ってましたが、体験してみ
たらすごく面白くて夢中になりました」と振り返
る。チームでの練習のほか、家でもバッティング練
習や体幹トレーニングなどを重ね、県内でも注目
される選手に成長。自分の力がどこまで通用する
か試してみたいとセレクションに応募した。
　「ジュニアトーナメントでは、目標の優勝には届
きませんでしたが、レベルの高い仲間と過ごした
時間は貴重な経験でしたし、目標を具体的に持つ
ことが夢を実現するために大切だと感じました。
次は楽天イーグルスの中学硬式野球チームでプ
レーする予定なので、このユニフォームを着て全
国優勝することが目標です」。無限の可能性を秘め
た野球少年は、新たなステージでの飛躍を誓う。


	01　広報とめ3月号（表紙）
	広報とめ3月号（二十歳の集い）高橋
	04-05　広報とめ3月号（国際交流）
	06-07　広報とめ３月号（武川ゼミ）
	10-11　広報とめ3月号（お知らせ）_8-9
	10-11　広報とめ3月号（お知らせ）_10-11
	12-13　広報とめ3月号（ホットライン）
	14-15　広報とめ３月号（市民の広場）
	16-17　広報とめ３月号（健康）
	10-11　広報とめ3月号（お知らせ）_18-19
	10-11　広報とめ3月号（お知らせ）_20-21
	10-11　広報とめ3月号（お知らせ）_22-23
	広報とめ3月号（背表紙）

